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■沿線協議会の認知度は■沿線協議会の認知度は■沿線協議会の認知度は■沿線協議会の認知度は 9999％にとどまっています％にとどまっています％にとどまっています％にとどまっています 
沿線協議会の認知度については、「会の目的やおお

よその活動内容を知っている」が 1.7％、「名前を
見たり、聞いたことがある程度」が 7.3％と、両者
を合計しても沿線協議会の認知度は 9.0％とかなり
低く、「存在を知らなかった」が 89.6％と大多数を
占めています（図３）。 
 
 
 
 
 
 
 

アンケート結果の報告を受け、出席委員から「区
では、何か具体的なアクションにつなげていくのか」
との質問があり、「利用者を増やすために、区外の方
の取り込みも考えたい。従来の情報媒体（区報、区
のホームページ、Ｂーぐるマップ等）は主に区⺠や
利用者向けであるので、今後は隣接区のコミバスと
の連携やマスコミ対応等、区外や観光目的の利用者
を取り込むための検討を行いたい。」と事務局が抱負
を述べました。 

公募委員の饗場委員からは企画会議の活動に関し
て、「平成 23 年度から 2 年間東京都の助成を受け
実施した新しい公共の活動を一部引き継ぎ、25 年
度も跡見学園女子大学マネジメント学部芝原ゼミと
の協働で、Ｂ―ぐる（千駄木・駒込ルート）で放送
している沿線地域情報番組を 3 本制作することが
できた。沿線協議会に対する認知度や関心はまだ低 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
いので、こうした活動を通じて沿線協議会をＰＲし
ていきたい。皆様の積極的な協力や支援を賜りたい。」
との報告がありました。 

最後に元⽥会⻑が平成 25 年度を振り返り、「Ｂ
ーぐるが運行を開始して間もなく丸 7 年になる。地
方の自治体では、前年よりもコミュニティバスの利
用者が高齢者を中心に増加している例が出てくるな
ど、コミュニティバスを取り巻く環境にも変化の兆
しが見える。今回のアンケートの結果からも、Ｂー
ぐるでも情報提供やＰＲ等、まだやるべきことはあ
りそうだ。バスの安全運行という地道な事業を継続
しつつ、新しい事業にも積極的に取り組んでいくこ
とが大切。その意味でも沿線協議会、とくに企画会
議の活動には今後も期待したい。」との総括があり、
閉会しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編集後記 
公募委員を中心に企画会議では、昨年度に引き続き沿

線地域情報番組ＤＶＤを制作したそうです。予算のない
中での活動は苦労も多かっただろうと思うと同時に、メ
ンバーのＢ―ぐるや沿線地域に対する熱い思いを感じま
した。 

この一年、沿線協議会や企画会議の活動を取材して、
コミュニティバスは公共交通であると同時に、沿線地域
のコミュニティを支える役割を担っているのだというこ
とに改めて気付かされました。 

平成 25 年度はこれで終了ですが、来年度以降の沿線
協議会の新しい取り組みに期待したいと思います。（Ｎ） 

利用者の増加に向けた情報提供や新たな活動を視野に 
図３ 沿線協議会の認知度 
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